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復水器細管微少海水

漏洩管の新検知法
シェー ビングフォームを使用した高感度

検知技術

New Method of Detecting 
Trace Leakage of Seawater 
from Condenser Tubes 

Highly sensitive detection of a trace 
leakage of seawater utilizing foamed film 

1 I開発の背景

蒸気タ ーピン復水器の細管は 、 さまざ

まな海水閑境の彩悲を受けるため、 耐食

性のある材料の選定を行っているが、 現

在でも年,�11万本当たりl本未満の漏洩

の発生率となっている。

海水漏洩が発生すると、 海水が復水へ

洩れ込み 、 塩化ナトリウム等の海水成分

がポイラ等へ影閤を及ぼすことになるの

で、 復水系の浄化機器で海水を除去する

こと、 迅速に漏洩管を検知することが重

要な対策となる。

海水成分の復水浄化系での除去は 、 イ

オン交換樹脂による浄化であり、 イオン

交換容蘇が限界となれば薬昂を使用して

再生する。

一方 、 湘洩管の検知は 、 現状では艇湖

フィルムを用いて細管に栓をした状態に

し、 復水器の真空により細管ピンホール

を通して空気が吸り1され、 7ィルムがヘ

こんだり、 蔽れたりすることによって行

っているが、 この方式は 、 細管とのシー

ル性 、 フィルム強度等の影野により0.1

mm </J程度の微小ビンホ ール漏洩管の検

知が難しいことや、 作業足楊の乱み立て

等で作業時間が長くかかり、 緊怠時の対

応が難しい。

これに対し 、 新検知法は 、 シェ ーピン

グフォ ー ムのような泡まつを抱布装ii'tに

より復水器笠板面に塗布し、 細行に栓を

した状態にして実施するもので、 微小ビ

ンホールの検知や作業性を向上させる可

火力発電所等の蒸気タ ー ピン復水器の細管からの海水涌洩の検知は、 従来薄膜フィルム

等を用いて行っているが、 0.1mm </,程度の徽小ピンホ ール湖洩管の検知が難しいことや

作業時間が長い等により 、 緊急時の対応が難しい。シェ ー ピングフォ ームのような泡ま

つを使用した検知法は、 検知感度の大幅アップ、 潟洩菅の判別性、 検知作業の容易性等

薄朕フィルム法に比ぺて多くの利点があり 、 火力発電所における試験でも実証できた。

Detection of seawater leakage from the steam turbine condenser tubes 1n thermal power 
plants was formerly done using films This method. however. has shortcomings such as the 
d1ff,culty in detecting leakage from pin holes of diameters below 0.1 mm and the long ume 
required for the work. making it difficult to act quickly In an emergency The new method. 
using foamed (ilm. was tested in thermal power plants and proved to have many advantages 
over the conventional film method such as its remarkably enhanced sensitivity. high efficiency 
1n 1den11fying the leaking tube and easing of detection work 

能性がある。（第2 r,11) 

2 検知方法

新検知法は 、 シェ ーピングフォ ー ムの

ような泡まつを途布装既により復水盛管

板価に抱布し、 次に左官用のコテ等を用

いて全体をならしながら一部を細管端部

に挽り込め 、 泡まつで尿Ill管に栓をした状

態にする。泡まつは 、 細管とのシール性

が高いので細笠内の空気を密封すること

ができること、 また付滸面との移動抵抗

が非常に低いためビンホールを通して細

竹： 内部の空気が吸引されることにより容

易に移動する（第3図）ので、 管板而全

而に白壁状態に喰布された泡まつの一部

が陥没する形になリ 、 漏洩箇所を容易に

判別できる。（第4区I)

31 検知感度

新検知法による検知惑度は 、 モックア

ップ試験により確認した。モックアップ

試験装ii(J．は人為的に0.1-0.、imm ¢の4

種類のビンホールを1本ずつに1)りけた4

本の細管を組み合わせて板擬復水器とし

たもので、 それによる水漏洩平の測定の

結朱は、 O.lmm,J,ピンホ ールの楊合真空

度760mm Hg、 水圧1.5kg／日で27面／min

となった。

このiliii曳平を発地所における復水祁'fじ

率の上外に換符すると約0.2µS/cmに相

当するので、 湖阪7ィルム法での漏洩管
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の検知感度が 5 µS/cm以上(l mm</>ビン

ホール相当）であったのに対して約25倍

の感度を有することになる。（第5区I)

なお、 0.1mm </>ビンホ ールの楊合でも漏

洩管は数秒で判別できた。

4 作業性

火））発虚所等の復水器において、 水至

のマンホール1開放作業、 検知作業（泡ま

つ液布、 ならし、同収）、 マンホール閉止

作業の一述の作業を災施し 、 新検知法の

作業性および漏洩管の1窃l)性について確

認した．

泡まつの旅布作業は 、 スプレ ー ガンを

用いると管板面1nf当たり約1分で行う

ことができた。従って、 大型の復水器の

場合でも管板面1面に対して15-20分で

行える。また、 注射器で細管内の空気を

吸引してihi洩を様擬した試験では 、 漏洩

管から辿〈離れたマンホールから管板而

をのぞいただけで十分1粉IJできた。

漏洩検知終了後の泡まつは 、 一般閑境

への放出を匝｝）な〈すため回収するが、

その回収作業は舒板而lm'当たり約5分

を要した。

以上のことから、 新検知法による検知

作業時間は、 大烈水呈1系統当たり 2-

3時間で尖施できることが確認できた。

一般に、 復水器細行の漏洩管の検知作

業は 、 発遥所運転中の緊怠を要する場合

が多いと巧えられ、 圧送ポンプ、 加圧夕

ンク等大型器具を使用しての作業は迅速




